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ことによって


































4 4 4 4 4 4
し、団結して民族の政治的中心勢力を作る
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ことによって、将来、久遠な政治運動の基
礎を成すため 25。［傍点は引用者］
　第一の点は「生存権」の保障を核にすえた前出の引用文（1924 年 1 月 29 日の論説）の
内容とつながる文脈であるが、第二の点は、「政治的分野」において「民族的中心団体」
の結成を促した 1923 年 1 月の論説とつながる文脈である。重要なのは、「政治的」次元へ
の拡張を決定づけた「民族的経綸」の端緒が、1923 年 1 月の論説において確認される点

































的結社の「理想」はどのように語られていただろうか。まず、1924 年1月 29 日の論説で
は、以下のように述べていた。
　　われら民族の政治的最高理想は、炳若日星に 29、民族自体の決定によって解決される
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